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献呈の辞
　浅古弘教授は2017年11月に、鎌田薫教授は2018年 1 月に、笹倉秀夫教授
は2017年 4 月に、戸波江二教授は2017年 4 月にめでたく古稀を迎えられ、
本年 3 月31日をもって早稲田大学を定年退職されることになった。そこ
で、早稲田大学法学会は、 4 人の教授の長年にわたる研究教育活動と輝か
しい研究業績を讃え、また本法学会の発展に多大の寄与をされたことへの
感謝の意を込めて、早稲田法学93巻 3 号を「浅古弘教授・鎌田薫教授・笹
倉秀夫教授・戸波江二教授古稀祝賀退職記念論集」として編集し、これら
4 教授に献呈することとした。
　浅古弘教授は、1971年 3 月に早稲田大学第一法学部を卒業し、早稲田大
学大学院法学研究科修士課程から同博士後期課程に進学して1978年に博士
後期課程を単位取得満期退学した後、早稲田大学法学部、社会科学部をは
じめとしていくつかの大学で非常勤講師として研究・教育の道に進まれ
た。
　1992年 4 月から早稲田大学法学部専任講師となり、1995年 3 月から客員
研究員として Harvard Law School, East Asian Legal Studies に、さらに
1997年 4 月から　Harvard University, Reischauer Institute of Japanese 
Studies において客員研究員として研究を行った。
　1998年 9 月からは法学部教務副主任（学生担当）として学内行政をにな
った。
　1999年に法学部教授に昇任し、2001年 7 月から早稲田大学東アジア法研
究所長、2002年 2 月から法科大学院開設準備委員会委員長補佐、同年 8 月
からは開設準備委員会副委員長として法科大学院の設立に向けて尽力さ
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れ、法科大学院開設の2004年 4 月から法務研究科教授として、また教務担
当教務主任として法曹育成にあたられた。
　また、2007年12月から早稲田大学監査室長として全学的な問題の対応に
も尽力された。
　浅古教授は、日本法制史の分野で優れた業績を残されているほか、台
湾、韓国において法制史の観点から日本法を紹介する講演を行い活動の場
を海外にまで広げている。
　鎌田薫教授は1970年に早稲田大学法学部を卒業後、直ちに大学院法学研
究科に進学し、博士後期課程に進むと共に1973年 4 月には法学部助手とな
った。後期課程を単位取得済み退学して1976年 4 月から法学部専任講師と
なり、1978年 4 月に助教授、1983年 4 月に法学部教授に昇任した。助教授
であった1978年から1980年にかけてパリ第 2 大学において研究にあたら
れ、さらに2001年から2003年にかけて、Académie de Paris 交換研究員と
してパリ第 1 大学で研鑽を積まれた。
　鎌田教授は、学外においても様々な公的職務を担ってこられた。法制審
議会民法部会委員、中央薬事審議会委員、法制審議会不動産登記法部会
長、民法（債権関係）部会長、中央教育審議会大学分科会法科大学院特別
委員会委員、国土交通省土地鑑定委員会委員長、科学技術・学術審議会委
員、法科大学院協会理事長、教育再生実行会議座長、日本私立大学連盟会
長などの要職を務めてこられた。
　また法務研究科の開設に伴い法学部から移籍し、法務研究科長として創
設間もない大事な時期に研究科長として努力を重ねられた。2010年から早
稲田大学総長として重責を担われている。
　鎌田教授も多数の業績を残されている。「民法Ⅱ　物権」は第 4 版、「民
法ノート　物権法①」は第 3 版まで版を重ねて多くの読者から好評をえて
いる。また、学内外での要職を果たしつつ、多くの学術論文を発表されて
いる。その内容は民法のひろい分野にわたっているが、最近の民法（債権
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法）改正に深くかかわっていらっしゃる。
　また、日本私法学会（理事：2003～2005年）、日本土地法学会、金融法学
会、日仏法学会、日本比較法学会、日本法社会学会、日本工業所有権法学
会、日本公証法学会に所属して活動をしてこられた。
　笹倉秀夫教授は、1970年に東京大学法学部を卒業し、直ちに同大学院に
進学し、1972年に同大学大学院法学政治学研究科修士課程を修了された
後、東京大学法学部助手に就任した。1975年 4 月には大阪市立大学法学部
助教授に就任、1988年に同学部教授に昇任された。
　早稲田大学法学部には1997年に教授として着任された。
　笹倉先生は、海外での研究活動の豊かで、1979年 4 月から1981年 3 月ま
で西ドイツ・エアランゲン＝ニュルンベルク大学哲学部客員研究員（フム
ボルト財団奨学金）、1985年 9 月から1986年 8 月までイギリス・ケムブリッ
ジ大学法学部客員研究員、1990年 9 月から1991年 8 月までスタンフォード
大学ロースクール客員研究員（フルブライト財団奨学金）、1991年 9 月から
1992年 3 月までハーバード大学哲学部客員研究員（American Council of 
Learned Societies 奨学金）、2003年 4 月から同年 9 月までチューリッヒ大学
法学部客員研究員、2003年10月から2004年 3 月までオックスフォード大学
ウルフソン = カレッジ客員研究員として研究に従事された。
　学会活動としては、日本法哲学会理事（1987～2017年）、同理事長（1997～
2001年）、民主主義科学者協会法律部会理事（1994～2014年）、日独法学会
理事（～2006年）がある。
　著作は多岐にわたるが、丸山眞男研究は先生の研究テーマの一つとして
あげられるであろう。そのほか、法哲学の観点からなされる法の基本概念
の検討がある。
　戸波江二教授は、1970年に東京大学法学部を卒業し、直ちに同大学院に
進学して1972年に法学政治学研究科修士課程を修了された後、1976年 4 月
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に立教大学法学部助手に就任、1977年東京大学大学院法学政治学研究科博
士課程を単位取得退学して、1978年に日本大学法学部講師（1982年まで）、
1982年には筑波大学社会科学系助教授に就任され、1996年には同教授に昇
任された。
　戸波教授は、1996年 4 月に早稲田大学法学部に教授として着任され、
2004年からは早稲大学法務研究科に移籍されて法曹専門職教育に従事さ
れてきた。
　戸波教授は、1997年から2004年まで司法試験第二次試験考査委員、2001
年から2002年まで国家公務員採用Ⅰ種試験（行政）試験専門委員、2003年
から2007年まで国家公務員採用Ⅰ種試験（法律）試験専門委員を務められ
てきた。
　戸波教授の海外での研究活動は、1989年 7 月から1991年 8 月までミュン
ヘン大学客員研究員、2000年 1 月から同 4 月までニューヨーク大学客員研
究員、2001年12月から2002年 4 月までアウグスブルグ大学客員教授、2007
年 9 月から2008年 8 月までミュンヘン大学客員研究員として長い年月に
わたっておこなわれた。
　戸波教授の研究業績は、違憲立法審査権に関する研究が柱の一つとなっ
ている。また人権保護に関する問題も深く論じられ、憲法を中心に据えた
様々な問題を論じる多数の論評がある。
　また、戸波教授は、日本公法学会、全国憲法研究会、日本教育法学会、
日米法学会、日独法学会、法政策学会に属して活動してこられた。
　浅古弘教授、鎌田薫教授、笹倉秀夫教授、戸波江二教授は、それぞれの
専門分野で顕著な研究業績を上げられ、また、教育の分野においても多大
の貢献をされている。これらの 4 教授が法学学術院を去ることは本法学会
にとって大きな損失である。私たちは、 4 人の教授のご退職の穴を埋める
べく一層の努力を重ね、その学恩に報いなければならない。 4 教授ともお
元気で退職後も研究を継続し、社会貢献にもあたられるとうかがってい
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る。今後のますますのご健勝とご活躍を祈念し、今後とも法学会に対し温
かいご指導とご助言をお願い申し上げる次第である。
　　2018年 3 月吉日
 早稲田大学法学会会長
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